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理センター、本部事務局など、文教地区 9箇所、坂本地区 3箇所である。附属 4校園、水
産学部附属水産実験所等にも整備される。その他に、工学部、片淵地区などネットワーク
の整理、拡充、高速化を行うところが数カ所ある。



































































































































































































































教養部紀要 自然科学篇 第 33巻第 1号 65-109頁 1992)というタイトルの教養部
紀要の別刷です。これを片手に emacsをエディタとして使っています。
長崎大学で購読されている多数のニュースグループの中で私が利用している代表的なグ
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となる。ここで添字 n、n+1はそれぞれタイムステップを示している。 (7)式を xに、 (9)
式を yに、そして (11)式を Zに関して偏微分して加えると、
+ 
(13) 
θEθFθG _'1_  1，θun+1 θvn+1 δω叶 1、
一一+一一+一一 =V~φ+ 一一(一一一一+一一一一+一一一一)
θzδuδz ムfδzθuθz














ωn+1 ムt(G 一万~) (15) 
水面上の波面計算は、任意水面 (x，y)での時刻 tの水面変位をη(t，x，y) とすると、次式で計
算した。
θη 一一θη δη 





























































VELOCITY ul+ 1， vl+ 1 ， wl+ 1 CAL. 



























































































X O. 5 
O. I -
図 6 生成波中の速度ベクトル(二次元波は (u-w)、三次元波は (v-w)成分)
- 16ー
無次元時間 T=lOまで計算した時の計算時間 (CPUタイム)はおよそ二次元波で 1時間







































造船学会論文集第 171号 1992 






















































この I、nsのライセンスは SunMicrosystemsが持っており、今のところ NISの技術を公
開していない。このため、 NISが動作する OSを持つマシンは限られてしまう (SUN以外



























































































































本章では、 Japanese8un08 4.1.3に付属の sendmailに対するsendmail.cfをmailconf-
6.4jainで作成する場合について述べる。なお、設定のほとんどは他の UNIXマシンでの














システムの宣言では、 mailconfが作るべき sendmail.cfがどのような OSの元で使用
されるか、 sendmailの振舞いの設定についての記述等をを行なう。
# 






























• $osは、そのホストの OSを指定する。これは OSによってメールスプールデイレク
トリなどが異なるからである。指定する OSとしては、 SunOS4.0(SunOS4.1以降で






















-$control: ! useypは、 aliasデータベースにおいて、 NISのマップファイルを参
照するかどうかを指定する。
-$control: ! genericfromは From行に現れるアドレスのホスト名を制御する。
genericfrmでは、メールアドレスにホスト名を入れない。 !genericfromでは、
ホスト名を入れる。










# name information 
# 






















のドメイン ec.nagasaki-u.ac.jp内には、 mailserver，neecs 1， tsu basa， mihoぅ matsuda，










# route information 
Laysystem:10叫
neecsl: 10ca1 












示している。配送方法としては、 local，smtp， smtp-n， smtp-o， junet， junet-n， junet-o， uucp， 
uucp-o， uucp-n等を選択することが出来るが、長崎大学内で必要なのは、 localとsmtp-n




neecsl: local neecsl.ec.nagasaki-u.ac.jp 
は、 neecsl.ec.nagasaki-u.ac.jpドメイン宛のメールは、ホスト neecsl(自分自身)に
localで配送することを示している o



















































































































• DNSにおけるサイト内の全てのホストの MXは、メールハブとなっている 0
・メールアドレスにはホスト名をF美す。
・解決の出来ないアドレスのメールに関しては上位マスタへ送る。


















































































































# for myown system 
name: ec.nagasaki-u.ac.jp 
lower_level_name: 









#mysystem: local mysystem.mydomein.snet.or.jp 
mailhub: local mailhub.ec.nagasaki-u.ac.jp 
tsubasa: smtp-n tsubasa.ec.nagasaki-u.ac.jp 
nene: smtp-n nene.ec.nagasaki-u.ac.jp 
























# SunOS 4. 1. x 








#mysystem: local mysystem.mydomein.snet.or.jp 
tsubasa: local tsubasa.ec.nagasaki-u.ac.jp 




















































# SunOS 4.1.x 
# for myown system 
name: ec.nagasaki-u.ac.jp 
lower_level_name: 








#mysystem: local mysystem.mydomein.snet.or.jp 
-31-




























































































































#mysystem: local mysystem.mydomein.snet.or.jp 
tsubasa: local tsubasa.ec.nagasaki-u.ac.jp 



























工学部 1号館の部局基幹ネットワークシぷテムは、平成 2年2月に総長 500mのイーサ
ネットケープル (EthernetCable)を張りめぐらして始まりました。この黄色いケーブル






接続されていた機器は約 30台で、その内訳は、 2階計算機室に設置されたルーター l台、
ワークステーション 3台 (WS，内 2台はディスクレス)、イーサネットボード (Ethernet
Board)付きパソコン (PC)4台からなるセンター管理の機器と、各研究室で購入されたミニ
コンおよびワークステーション 13台、イーサネットボード付きパソコン 4台、学科購入の



























































ワークステーション (WS) 2 3 
ターミナルサーバー (TS) 5 
パソコン (PC)など 3 4 








現在、 3階から他階に貫通された空管の中には、約 70本以上 RS-232Cのケープルが分散














l，000-3，000 I 3，000-5，000 I 5，000千円以上
6 6 2 

























購入形態 学科共有 複数研究室 1・研究室
台数(台) 6 2 23 
購入形態 複数研究者 1研究者 その他
台数(台) 。 2 。
4.接続業者をどのように捜したか?
接続業者の選定|自分で調査|同僚に聞いた









台数(台 28 4 
8.その後の運転状況は?
接続後の運転状況|問題点は何もない|問題点が発生した






用途 電子メール 電子ニュース FTP 端末
台数(台) 15 11 16 14 
用途 技術文書 文書作成 情報処理教育 画像処理


















要(名) 5 15 
不要(名) 16 8 
講習会 管理者講座 Unix講座
要(名) 15 19 























































































































ている apphy上で運転されているコτ-ンド sendmailのための desc.datを示します。こ
れらのサブドメインには、 host名が、 apphyぅsummit，undead， mecsolidおよび survic
の5台のマシンが接続されています。
## Name Information 
name: mech.nagasaki-u.ac.jp 
option: omit¥¥ 











# Route information 
# To MY DOMAIN 
# To myself 
localhost:local apphy.mech.nagasaki-u.ac.jp 
apphy.cc.nagasaki-u.ac.jp 
# To summit summit: smtp-n 
summit.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To undead undead:smtp申 n
-42 
undead.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To mecsolid mecsolid:smtp-n 
mecsolid.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To survic survic:smtp-n 
survic.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To default 
















































































































































































































































パソコンは l家に 1台という時代が近づきつつあると思う o 将来には、どの家庭でも電子メール
のやりとりが見られると思う。ひょっとすると郵便配達する光景が見られなくなるかもしれない。情
















































































































































































































































































































第一端末室 FMR(*15) 62+1(教官) 演習
第二端末室 FMR(*15) 10 自習
第二端末室 S-4jEC(17) 19 小クラス演習、自習|
S-4jIX(19) 1 









































・テキストエディタ -UNIX標準の viと無償ソフトの代表格である GNUemacsで日
本語が扱える。日本語入力には、 viの;場合は kinput2を、 emacsの場合は eggを使
うことを想定している。なお、センターの標準設定では、両者のキ}操作を可能な範
囲で同じに設定しであるので、片方を知っていればもう一方は容易である。





































































資源 担当教官 (e?OOO) 学生 (e?xxx)
1プロセスの最大 CPU時間 600 sec 180 sec 

















# 1. newsgroup limitation 
set nrc=-$TEACHER/Newsrc 
if ( -f $nrc && -f $HOME/.newsrc )七hen
cp $nrc $HOME/.newsrc 
endif 
# 2. emacs 
se七 erc=-$TEACHER/Emacs.st
if ( -f $erc && -f $HOME/.emacs ) then 
cp $erc $HOME/.emacs 
endif 




2. emacs用の .emacsの手本(教官が自身のホームディレクトリ下に Emacs.stという名前で作
成)を一番はじめだけコピーしてくるo



































r. lpr -Popena file ー〉実際は、 elprが起動される。




[2]武井恵雄:これからの一般情報処理教育，平成 5年度情報処理教育研究集会， 1993. 











































































なお、 ~TEX の原稿ファイルは、 xxx.tex という様に、最後は.tex で終わるようにしてお
いてください。
5 作ったファイルのwsへの転送
パソコンで作った ~TEX ファイルは、パソコン用の τEX ソフト 5を持っていない限りセ
ンターの WSに転送する必要があります。



















































































[1] D.E.Knuth The τEXbook ADDISON-WESLEY PUB. 1984 
(邦訳がアスキー杜から 1989年に出ている。)












































































例えば、ハイフン lつではーとしか出力されません、 2つだとーとなり、 3つ
だとーーとなります。 %PC-9801と書くには PC--9801と書く必要があります。

















































1.1 第 1章の第 1節














例えば、ハイフン lつではーとしか出力されません、 2つだとーとなり、 3つだとーとな
ります。
さらに、本文中の空白(半角)は、 1つでは、 2つだととなり、 3つ以上あっても変
りません。
弘~EX で、取っ付きにくさを招くもう一つが表です。次のよう奇形になります。
項目| 内容 1 I内容 2 内容 3 内容4



































































































































































































































































































































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月
タイプ種別
A:口 B:1111 C:霊 D:絞 F:後 G:ぶ
H:mH L: 0:. 
c p u時間
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月
~~~g :ジョブ :TSS 
-73-
その他 3.3 %一一
医療短大 2.1 % 
歯学部 2.7 % / 








海洋生産 8.7 % 
-74-










事務 10.1 % 
-75-
講習会等 2.0 % 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































T S S 件数
. 
85.000 1 ・・ u ・ ・ ・H ・…・・・ ・ ….......-.・e・・・… " ・・・・・…・...-・・
80.000 1..... …・・"
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S5 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Hl H2 H3 H4 H5 
ラインプリンタ出力頁
350.000 





















(集計期間平成 5年 1月~平成 5年 12月)
(対象機 センター内設置のサーバ機 19台)
利用目的別端末接続件数
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
Hg~ :研究口:教育園:事務総:運用
c p u時間
9月 10月 1月 12月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月
-80 
その他 2.7 % 
商短 1.2 % 
医療短大 2.3 % 
保健管理セ 3.1 %--
医学部 4.0 %/  
薬学部 4.4 % 
その他 0.7%¥¥ 
医学部 1. 9 %ーー
保健管セ 2.4 % 





教養部 11. 5 % 一
-81-
工学部 42.8 % 
教養部 19.0 % 
12.4 % 
工学部 72.0% 
その他 0.5 % 
教育 42.1 % 
事務 '0.4% 
教育 11. 9 % 
利用目的別端末接続回数












































































































































































































































































































































































































1 7日後) 取扱業者からの質払官事頁回答文発送(キtìJ~ス情報ネ7 トワーの
仕様策定委員会の結果報告書提出(制収↑静臥7トワーク)





















曜日 8:50-10:20 10:30-12:00 12:50-14:20 14:30-16:00 16:10-17:40 
電 子 計 算 機概論 プログラミングi寅習 プログラミング演習
月 (工学部) (工学部) (工学部)
ソフトウェア工学 電子計算機概論 ソフトウェア演習 ソフトウェア演習
火 (工学部) (工学部) (工学部) (工学部)
情報処理 E 電 子 計 算 機槻論 ソフトウェアi演習 ソフトウェア演習
71< (教養部) (工学部) (工学部) (工学部)
a 
プログラミング演習 プログラミング演習 教育方法伎術演習 教育方法技術演習




曜日 50-10:20 10:30-12:00 12:50-14:20 14:30-16:00 16 10-17:40 
. 
月
情報処理 H 情報処理 H
火 (教養部) (教養部)
教育方法技術演習 コンピュータ情報処理 情報処理 E
71< (教 育) (工学部) (教養部)
情報処理 H f青 報 科 A子孟dーL 情 報 科 学 f青 報 手ヰ *= 
木 (教養部) (医療技術短大) (医療技術短大) (医療技術短大)
情報処理 H 機械情報処理
金 (教 養 部 ) (工学部)
※経済学部キャンパスで 4/8より、 毎週木曜〔時間 10:30 -12 :00 )通年で利用 、計算機プログラミング。
薬学部 6/28 7/9 集中講義
教育学部教育方法技術演習 2/9-2/16(時間 8:50 -10:20 ) 
87-
7 .平成5年度センタ一利用申請課題一覧
部 局l学科 学科目l身分l氏 課 題
I研究用課題】
教育学部 国 き回五1:2 教 授 山口 康子 日本語の多角的研究
1/ /1 助教授 中原 豊 国文学研究のための文献検索
" " 助教授 勝俣 隆 国語国文字関係の研究成果、各大学の研究
者の学位論文、各大学の所蔵図書の検索
/1 地 理 A十J.4 助教授 西原 純 地理的事象の統計的解析
/1 /1 助教授 西原 純 戦後の流通システムの変化
/1 /1 助教授 西原 純 長崎における居住構造の分析
/1 /1 助教授 西原 純 日本の都市群システムの研究
" /1 助教授 西a原 純 ネパール都市ポカラの居住分化
/1 " 助教授 西原 純 コンビニエンスストア利用者の実態
1/ /1 助教授 西 原 純 人口移動のシミュレーション
/1 数 子.UJ弘・ 教授 菅 原 民生 マンデルプロー集合
" " 教授 菅 原 民生 ジュリア集合
11 /1 教 授 鷲尾 忠司 代数関数論
/1 " 教授 鷲 尾 忠司 代数系
11 /1 教 授 鷲尾 忠司 整数論
/1 物 理 す，>u・ー 教授 福山 豊 物理教育の数値計算と統計処理
11 地 ~ 教授 荒生 公雄 太陽放射の気象および気候学的作用
11 /1 教 授 荒生 公雄 長崎市の気象環境
/1 " 教授 荒生 公雄 気象統計解析
" /1 助教授 近藤 寛 海底堆積物中の脂質組成の研究
/1 理 科 教 育 助教授 山路 裕昭 科学教育カリキュラム改善の為の基礎研究
" /1 講 師 富山 哲之 原子変位シミュレーションとのそのセラミ
ックス結晶欠陥への適用
" 保 健 体 育 助教授 山内 正毅 運動中の情報処理能力とhemispheric
special izationとの関係
/1 /1 講 師 中山 雅雄 スポーツの効果的コーチングに関する研究
/1 工 業 技 術 助教授 藤木 卓 コンピュータネットワークの教育利用
" 家 庭 教授 鈴木 淳 繊維の物理的性質に関する研究
11 11 教 授 玉 利 正人 c-p化合物の栄養生化学的研究
/1 教 育 教授 上 薗 恒太郎 子どもの死の意識研究
11 教 育 Jl二、 理 教授 進野 智子 幼児の遊びに関する発達心理学的研究
1/ 11 教 授 進野 智子 幼児の遊びに関する発達心理学的研究
経済学部 理論・計量経済 教 授 藤森 利美 環境データの統計解析
11 " 助教授 赤石 孝次 税制改革の実証研究
" " 助教授 寺村孝太郎 -月次経済統計データによる景気挙動の分
析 -情報処理演習のための授業準備
" 経営行動・情報システム 教授 山下 正喜 会計システムの研究
/1 /1 助教授 村田 嘉弘 非線形可積分系の構造について
/1 応用ファイナンス 教授 内田 j設 金融構造の組織分析
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医 Aナ峠 部 生 化 ~ 助教授 宮西 隆幸 ミオシンATPase立体構造解析
" " 助手 中山 早 1.蛋白質の分子進化
2.蛋白質の立体構造予測
" 薬理学第二 教 授 谷山紘太郎 薬理学研究に関する文献検索
" 衛 生 学 教 授 斉 藤 寛 対馬における脳卒中登録の解析
" " 助教授 守山 正樹 思春期の身体発育の解析
" " 助教授 守山 正 樹 健康障害の発生と発育との関連の分析
" " 講師 岩田 孝吉 老健法健診の効果に関する研究
/1 /1 技 官 住友美智代 長崎県対馬における循環器疾患の登録・管
理・追跡
〆I " 院生 伊藤 恵 子 高島町健康データの分析
" " 院生 伊藤 恵 子 健康情報のネットワーク作成
" " 院生 山崎 a富浩 離島におけるさまざまな健康指標の解析
" 公衆衛生学 教授 竹本泰一 郎 慢性疾患の疫学
" " 教授 竹本泰一 郎 熱帯における高度順応
11 " 教授 竹本泰一 郎 島唄生態における健康問題
" " 講師 和 泉 喬 漁村保健
医 病 研究生 調 漸 分裂病患者骨髄液中の神経芽細胞腫殖因子|
について
歯 ~ 部 口腔解剖学第二 教授 高 野 邦 雄 細胞・生物学分野における学術情報の収集
" 口腔解剖学第一 助手 真鍋 義孝 形質人類学における統計処理
" 口腔生理学 助教授 山田 好 秋 哩鴫機能の末梢性調節機構の解明
" " 助手 宮本 武 典 味覚研究に関する情報収集
" " 院生 孟 揚 下顎運動と岨鴫活動の関係の解明
" " 院生 内田 憲二 周期的下顎運動と瞬、下の協同について
" " 院生 木村 博 幸 ニューロコンピ正一タの生理学的応用
" 口腔生化学 助手 馬場 友 巴 文献・情報検索
" " 技官 小 早 川 健 文献・情報検索
" 口腔病理学 助手 藤田 修一 口腔悪性腫虜における癌関連遺伝子の検索
" " 院生 柴田 恭 明 唾液腺腫療の細胞生物学的解析
" 口腔細菌学 助手 大原 直 也 抗酸菌抗原蛋白質の同定及び生物学的活性
の研究
" 歯科薬理学 助教授 俣木 志朗 他大学のネットワーク利用により、生物学
的関係の文献検索を行う
" 歯科理 工学 助手 有働 公 一 歯科用貴金属合金の物性
/1 11 助手 田中 康弘 歯科用合金の物性研究
" 予防歯科学 講師 好川 正 脱灰エナメル質に及ぼすレーザ照射の影響
する研究
11 11 助手 田口 円 裕 乳歯踊蝕に関する多要因分析
" " 助手 林 田 秀 明 歯周病関連細菌のリボソーム蛋白質遺伝子
の解析
11 歯科矯 正学 教授 小林 和 英 矯正力の伝達機構
一一
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歯 A千Lι 昔日 歯科矯正学 助教授 鈴木 弘之 頭骨のリモデリングと応用力の関係につい
て
11 11 助教授 鈴木 弘之 外科矯正手術シミュレーション
11 歯科保存学第一 助手 川口 政贋 根尖性歯周疾患の機序に関する研究
11 歯科補綴学第二 助教授 佐藤 博信 顎機能に関する補綴学的研究
11 口腔外 科学 第一 院生 山辺 i設 ヒト口腔粘膜の免疫組織学的及び分子生物
学的解析
1/ 歯 科放射線学 教授 中村 卓 分子生物学に関する情報検索
11 11 講師 大喜 雅文 コンピュータによる医用画像処理
歯 病 予 防 歯 科 講師 JI崎 浩二 断蝕予防に関する実験疫学的研究
11 1/ 講 師 稲葉 大輔 歯根組織再石灰化機構の解明
1/ 矯 正 科 講師 先山 陽市 MEM法における生体信号処理
11 第一口腔外科 講師 原口 尚久 岨鴫における未梢制制御機構について
1/ 1/ 助 手 古 津 博久 新しい鎮静法の評価について
11 歯科放射線科 技官 山田 敏朗 動画像の画像処理及び定量的評価
11 歯科麻酔科 教授 大井久美子 歯科麻酔学
1/ 11 助手 松尾 女子 障害者歯科医療
" 11 医員 獄崎 理英 障害者歯科医療、全身麻酔
" " 研修医 杉山美代子 歯科麻酔、障害者歯科医療
1/ " 院生 松尾 麻酔と薬力学
11 歯科・研修医 研修医 田川てるみ 障害者歯科医療
薬 Aすミ4与・ 部 薬品生物化学 助教授 榊原 隆三 タンパク質の構造と機能
1/ 薬 物 点$ 教授 金戸 洋 麻薬性鎮痛薬の耐性・依存形成に関する研
ηプbし
" 薬品製造工学 助教授 松田 芳郎 分子軌道法の研究
" 
1/ 助教授 芳本 忠 蛋白質及ぴ核酸の情報解析
" 11 助教授 芳本 ，申巳，、 データベースの利用
11 11 助手 伊藤 潔 データベースの利用
1/ 薬 品合成化学 院生 キタゾj 7ナ データベースの利用
1/ 薬 品物理化学 助教授 木下 敏夫 分子軌道法の利用研究
11 律i 生 化 点子ふt一- 助教授 八木沢陪紀 酸素の作用機構の研究
11 11 助教授 有薗 幸司 微量元素の生理作用に関する研究
11 11 研究生 井手 指月 含窒素複素環化合物の分子数値による
1/ 1/ 院 生 伊東 尚浩 複素化合物の分子軌道法による考察
工 寸A叫一 部 機械システム工学科 教授 今井 康文 機械材料の弾塑性変形と強度
1/ 1/ 教 授 今井 康文 アイソパラメトリック要素を用いた有限要
素法
" 11 教授 石田 正弘 ディーゼル燃焼モデルの研究
1/ 11 教授 石松 隆平日 大規模構造物の 3次元計測
1/ 11 教 a 授 石松 隆平日 溶接用ロボットの協調制御
11 11 教授 石松 隆和 サーボモータの最適制御
一一一一L一一一一一一ーー
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工 $ 部 機械システム工学科 教授 木須 博行 一般逆行列による接触問題の解析
〆I " 教授 木須 博行 ナビ、エーストークス方程式の境界要素解析
" " 教授 木須 博行 非定常熱応力の計算
" " 教 授 木須 博行 衝撃問題の数値解析
" " 教 授 児 玉 好雄 翼付き円板ファンの研究
" " 教 授 茂地 徹 伝熱の計算
" " 教 授 茂地 徹 外部流動沸騰熱伝達の研究
" " 教 授 茂地 徹 熱力学の計算
" " 教 授 茂地 f散 膜沸騰熱伝達の解析
" " 教 授 茂地 徹 冷媒の熱物性値の計算
" " 教 授 茂地 徹 伝熱促進の計算
" " 教 授 茂地 f散 熱物性値プログラム・パッケージPROPATH
a の開発
" " 教授 茂地 徹 冷媒熱物性値のプログラムパッケージの作
成
" " 教授 西田 知照 CAD/CAMに関する研究
" " 助教授 植木 弘信 ディーゼル機関に関する研究
" " 助教授 高瀬 徹 応力解析
" " 助教授 林 秀千人 翼まわり流れの数値解析
" " 助教授 扇谷 保彦 自由曲面加工アルゴリズムの開発
" " 助教授 員谷 捷郎.FEM計算およびデータ処理プログラム作成
" " 助教授 高瀬 徹 有限要素法による弾塑性解析
" " 講師 森山 雅雄 リモートセンシングデータ処理
" " 講 師 桃木 悟 冷媒の管内蒸発熱伝達に関する研究
" " 助手 山田 帽 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的性質の研
qブ~
" " 助手 山田 曲目 伝熱促進に関する研究
" 〆F 助 手 坂口 大作 遠心送風機に関ずる研究
" " 助手 下本 陽 一 H∞制御理論に関する研究
" " 助手 今井 清手IJ 人体の 3次元形状計測
" " 技 官 小島 龍広 NCプログラミング支援システムの構築
" " 技 官 梶 聖悟 材料の強度について
" " 研究生 男各 貴 自基 ディーゼルエンジンの燃焼に関する研究
" " 院生 神谷 哲 温度助走区間における環状流路内の対流熱
伝達に関する研究
" " 院生 タウ 77ン スうナ 遠心送風機に関する研究
" 
/〆 院生 岡 本 敏 下向き面の膜沸騰熱伝達に関する研究
" " 院生 去川 淳一 内管が軸方向に運動する偏心環状流路内の
層流熱伝達に関する研究
" " 院生 重広 禎充 産業用ロボットによるアーク溶接のための
3次元ビジョンセンサ
" " 院生 森田 敬太 DSPを用いたDCサーボモータの制御
" " 院生 津田 英之 大型構造物の三次元計測-
" " 院 生 迎 慶太 不規則波における波動の性能
" " 院 生 草野 義明 浮体式波動ポンプの性能向上に関する研究
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工 手A拍一 部 機械システム工学科 院生 副島 保 冷媒の水平管内蒸発・沸騰熱伝達に関する
研究
11 " 院生 芦刈 貞了 二段二重疲労による累積債務に及ぼす予ひ
ずみと過少応力の影響
11 11 院生 吉良 隆信 海域浄化装置ポセイドンの性能解析
11 11 院生 真鍋 孝次 線形切欠力学による切欠き部の累積疲労損
傷評価
11 11 院生 井之上忠浩 浮体式ダブルアクティング波動ポンプの性
青島解析
11 11 院生 小 柳 良文 有限物体まわりの膜沸騰熱伝達に関する研
守プ~
11 電気情報工学科 教授 黒田 英夫 画像信号符号化の研究
11 11 教授 竹中 隆 電磁波散乱問題に関する研究
11 11 教授 竹中 隆 電磁波散乱問題に関する研究
11 " 教授 竹 中 隆 電磁波散乱問題に関する研究
11 11 教授 田中 和雅 レーザ通信に関する研究
11 11 教授 山田 英二 パワーサイリスタの応用に関する研究
11 " 教授 小山 純 ACサーボモータに関する研究
11 " 教授 福永 博俊 強磁性体の磁化過程の計算機シミュレーシ
ョン
11 " 助教授 伊藤 員 あひる解の解析
11 " 助教授 田口 光雄 線状アンテナの解析
11 " 助教授 田口 光雄 線状アンテナの解析
11 /ノ 助教授 田口 光雄 線状アンテナの解析
11 11 助教授 辻 峰 男 システムシミュレーションの研究
11 11 助教授 辻 峰 男 パワーエレクトロニクス回路の解析と設計
11 " 助教授 辻 峰 男 ベクトル制御に関する研究
11 11 助教授 辻 峰 男 オブザーパに関する研究
11 " 助教授 辻 峰 男 ファジィ制御に関する研究
" " 助教授 辻 峰 男 サイリスタ変換器ー電動機系の解析と設計
11 11 助教授 辻 峰 男 サイリスタ変換器一電動機系のシュミレー
ンョン
11 11 助教授 辻 峰 男 現代制御理論の応用に関する研究
" 11 助教授 辻 峰 男 ACサーボシステムの解析
11 " 助教授 辻 峰男 ディジタル制御に関する研究
11 " 助教授 鶴 丸 弘 昭 日本語の機械処理に関する基礎的研究
11 11 助教授 鶴丸 弘 昭 日本語の機械処理に関する基礎的研究
11 11 助教授 鶴 丸 弘昭 日本語の機械処理に関する基礎的研究
11 11 助教授 樋口 岡リ リニアモータの最適設計に関する研究
/1 11 助教授 樋 口 岡リ 半波整流ブラシなし同期電動機の解析
/1 11 助教授 樋 口 岡リ 有限要素法による永久磁石モータの解析
11 11 助教授 松 田 良信 プラズマ中の原子・分子過程解析
11 11 助教授 田中 俊幸 電磁破放射に関する理論的研究
/1 /1 助 手 泉 勝弘 計算
11 11 助手 泉 勝弘 計算
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工 A手拍 部 電気情報工学科 助手 中村 千秋 電気情報工学科LAN試験の接続試験
11 11 助手 藤村 誠 画像符号化に関する研究
" 11 技 官 岩崎 昌平 レーザ通信に関する研究
11 〆I 技官 岩永 雅洋 交流励磁併用方式ステッピングモータの解
析
11 11 技官 j甫 憲一郎 高調波電流の軽減に関する研究
11 11 技宮 浦 憲一郎 現代制御理論のパワーエレクトロニクスへ
の応用
11 " 技官 筒井 宣雄 三相サイクロコンパータの高調波解析
11 11 技官 野 村 謙次 レーザ通信に関する研究
11 11 院生 坂 本 浩一 レーザビームに対するアポディゼーション
の研究
11 11 院生 椋木ー誠 電磁波散乱問題に関する研究
11 構造工学科 教授 小 森 清 司 部分荷重をうける床板の応力解析
11 " 教授 小森 清 司 PC板埋設型枠を用いた鉄筋コンクリート床
スラブの応力解析
11 11 教授 小 森 清司 鉄筋コンクリート床スラブの耐力とたわみ
11 11 教授 崎山 毅 補剛アーチの複合非線形挙動に関する研究
11 11 教授 崎山 毅 補剛アーチの動的挙動に関する研究
11 11 教授 崎山 毅 アーチの耐荷力解析
11 11 教授 崎山 毅・ 斜板の曲げ解析法に関する研究
11 11 教授 崎山 毅 直線および曲線梁構造物の振動応答解析
11 11 教授 崎山 毅 矩形板および斜板の動的応答解析
11 11 教授 崎山 毅 変断面柱の耐荷力解析
11 11 教授 崎山 毅 GREEN関数を用いて、リプアーチの固有振
動解析
〆 〆F 教授 崎山 毅 種々の境界条件を有する変厚矩形板の固有
振動解析
11 11 教授 崎山 毅 地震力を受ける曲線橋の移動特性
" 11 教授 末岡 も{右 鉄筋コンクリート耐震壁の非線形解析
11 11 教授 末岡 禎佑 鉄筋コンクリートの非線形解析
11 11 教授 築 地 恒夫 曲線構造物の解析
" " 教授 築地 恒夫 低次元モデルによる板の変形解析
" 〆I 教授 築 地 恒夫 レイリ・リッツ法による力学問題の解析
" 
11 教授 築 地 恒夫 曲線はりの振動
" " 教授 築 地 恒夫 板構造物の塑性解析
" " 教授 築 地 恒夫 有限要素法によるねじれた板の振動解析
" 
1.ノ 教授 築 地 恒夫 回転している板の振動解析
" " 教授 修 行 立体トラス構造物の非線形挙動
" " 教授 修 行 立体骨組部材の非弾性ねじり
" " 助教授 原因 哲夫 コンクリートの強度及び変形挙動に関する
研究
" " 助教授 a原因 哲夫 定着用膨張材を用いた連続繊維緊張材の定
着部の挙動解析
" 11 助教授 松田 J告 FEMによる幾何学的及び材料非線形解析
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工 A子主~・ 部 構造工学科 助教授 松田 y告 偏平シェルの複合非線形解析
11 11 助教授 松田 J告 離散的近似解法山鋼橋の解析 | 
11 11 助教授 松田 y告 住および梁構造物の衝撃応答解析手法に関
11 する研究
11 11 助教授 松田 J告 高耐久性埋設型枠の設備間隔に関する研究
11 11 助教授 松田 1告 板およびシェル構造物の簡易解析法
11 11 助教授 吉 武 裕 構造物の非線形振動の解析
11 11 助教授 吉武 裕 クーロン摩擦をともなう振動系の解析
11 11 講 師 琴原 真一 鉄筋コンクリート部材のせん断性状に関す
る研究
11 11 講 師 勝目 順一 疲労き裂伝播解析
11 11 助 手 青 木 孝義 歴史的空間構造の構造特性に関する研究
11 11 助 手 森田 千尋 偏平シェルの耐荷力解析
11 11 助 手 森田 千尋 変厚板の面内耐荷力に関する研究
11 11 技 官 阪上 直美 学科内LANの構築及び汎用機との分散処理
形態の検討
" 
11 技 官 阪上 直美 数値計算法について
11 11 技 官 阪上 直美 数値計算法について
11 11 技 官 白漬 敏行 コンクリートの非線形解析法に関する研究
11 11 技 官 白j賓 敏行 開口付き耐震壁を有する構造物の研究
11 11 技 官 白j賓・敏行 耐震壁の非線形解析法に関する研究
11 11 技 官 白漬 敏行 高層建築物の解析法に関する研究
11 11 技 官 山下 務 レイレ・リッツ法による構造物の解析
11 11 院 生 溝口 幸宏 回転している曲線はりの振動
11 11 院 生 川口 孝博 回転している円錐曲板の振動
11 11 院 生 和 歌 宏文 有限要素法によるねじれた板の振動解析
11 11 院 生 カマチョ オ jげマ J~ 枠組み組積造の力学的性状に関する基礎的
研究
. 
11 " 院生 谷 大輔 曲がりかつねじれている板の遠心力による
変形
" 社会開発工学科 教 授 後 藤 恵之輔 リモートセンシングの土木工学への適用に
関する研究
" " 教授 後 藤 恵之輔 舗装構造の最適設計
11 11 教 授 後 藤 恵之輔 地すべり防止抗の力学的挙動に関する研究
11 11 教 授 後 藤 恵之輔 人工衛生データの利用開発
11 11 教 授 富樫 宏由 湾水振動解析
11 11 教 授 富樫 宏由 河川内振動の解析
" 
11 教 授 富樫 宏由 大村湾の潮流解析
11 11 教 授 里子口 正人 流域からの汚濁流出に関する研究
11 11 教 授 野口 正人 下水道における不圧・被圧両流れの遷移流
解析
11 11 教 授 聖子口 正人 都市域雨水排除モデル:MUMEROUSを用いた
汚濁流出解析
" 11 教 授 野口 正人 水環境整備手法の開発
」ー
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工 A十l.4 部 社会 開発工学科 教授 野口 正人 水環境整備に及ぼす多自然、型河川工法の
効果の定量的評価に関する研究
11 11 助教授 岡林 隆敏 走行車両による道路橋の不規則応答解析
11 11 助教授 岡林 隆敏 確率論的構造力学に関する研究
11 11 助教授 岡林 隆敏 伸縮継手部段差による道路橋振動と動的倍
率に関する研究
11 11 助教授 棚橋 由彦 土構造物の応力・変形・安定解析
11 11 助教授 棚橋 由彦 土木材料の構成則とその応用に関する研究
11 11 助教授 棚橋 由彦 土質力学演習
〆/ 11 助教授 棚橋 由彦 =次元浸透流解析とその応用
11 11 助教授 棚橋 由彦 歴青材料を塗布した鋼矢板の効果判定に関
する研究
11 11 助教授 棚橋 r 由彦 土砂災害の統計処理
11 11 助教授 中村 武弘 内湾の海水交換に関する研究
11 11 助教授 中村 武弘 都市排水モデルの数値計算
11 11 助教授 中村 武弘 大村湾の流れの数値計算
11 11 助教授 中村武 弘 流れの数値計算
11 11 助教授 中村 武弘 洪水氾濫モテソレの数値計算
11 11 助教授 余 錫平 不規則波に関する研究
11 11 助手 薦田 虞章 非圧縮性粘生流体の数値計算
11 11 助手 西国 渉 干拓による水環境変化予測
11 11 技官 永田 正美 ケーブルの面内、面外の振動の研究
11 11 技官 一ノ瀬和雄 自由表面を有する非圧縮性粘性流体の数値
解析
11 11 院生 鎌田 智之 支点が動きうる偏平ケープルの動的安定
11 " 院生 鎌田 智之 支点、が動きうる偏平ケーブルの動的安定
11 " 院生 古谷 寿章 Pas ternak基礎上の片持ち板の振動および. 
座屈
11 11 院生 古谷 寿章 Pas ternak基礎上の片持ち板の振動および
座屈
11 11 院生 橋口 剛 アビキによる拡散数値シュミレーション解
析
11 " 院生 hマン ハサナ7ト 高潮災害の研究
11 11 院生 喜井 克浩 都市域からの汚濁流出予測と制御に関する
研究
11 11 院生 武田 誠 佐世保湾・大村湾の潮流現象に関する研究
11 11 院生 中山 知之 有明海における火山灰の拡散状況に関する
研究
11 11 院生 松野 進 ケーブルのカオスに関する研究
11 11 院生 松野 進 偏平ケーブルの非線形動力学に関する研究
11 11 院生 永矢 貴之 生態系に配慮した河川管理手法に関する基
礎的研究
11 11 院生 寺尾 光之 下水流の水理現象に関する研究
11 11 院生 花田 光 流域からの汚濁負荷流出機構の解明に関す
る研究
部 局 学科・学科目 身分 氏 名 Z果 題
工 点ナ:u. 部 社会開発工学科 院生 森元 賢哉 一般曲線座標による自由表面流れの数値計
算
" 材料工学科 教授 江頭 誠 機能性セラミックスの開発
" " 教授 羽坂 雅之 金属間化合物における拡散と相変態
" " 助教授 古川 睦久 ポリウレタンの綱目形成過程の研究
" " 助教授 香川 明男 凝固解析システムの開発
11 " 講師 近藤慎一郎 鉄圭化物の物性研究
" 11 助手 森村 隆夫 規則合金における原子配列の統計熱力学的
解析
11 " 技官 中島 弘 道 材料の物性研究
" " 技官 中島 弘 道 材料の物性研究
11 応用化学科 助教授 寺 岡 靖剛 複合金属酸化物の触媒機能に関する研究
11 " 技官 }叶嶋 順子 分子軌道計算
11 共 通 講 座 助教授 金丸 邦康 物質ガス化の伝熱学的研究
" 11 助教授 金丸 邦康 混相媒体による伝熱流動の数値解析
水産学部 海洋情報科学講座 助教授 塩谷 茂明 数値流体力学の研究
11 " 助教授 合田 政次 数値流体力学の計算
11 11 講師 高山 久明 漁船の安全性解析と性能評価に関する研究
" 漁業 管理学講座 助教授 松野 健 陸棚縁辺部における海水混合
11 11 助教授 松野 健 沿岸海岸の数値モデル
11 海洋生物資源学講座 教授 夏 刈 豊 頭足類の形態についての多変量解析
11 11 教授 平山 和次 動物プランクトンの増殖特性に関する研究
11 JI 助教授 白木原園雄 水産資源動態に関する理論的研究
11 11 院生 水田 i 止EI---a アジ・サパの資源動態解析
JI 海洋生物生産学講座 助教授 飯間 雅文 有用藻類の増養殖の研究
11 11 助教授 金 井 欣也 魚類病原菌の分類
11 JI 院生 樋田 史郎 海産養殖焦類の病理組織学的研究
11 水産食品学講座 教授 谷口 忠敬 衛生細菌に関する研究
11 JI 教授 野崎 征宣 魚類タンパク質の変性と水の存在形態とに
関する研究
JI JI 助教授 赤 枝 宏 水産物中の有害科学物質の動態
11 海洋生物生産学講 教授 多部田 修 魚類の生活史及び養殖等に関する研究
JI JI 助教授 石 松 惇 赤潮プランクトンによる魚類へい死機構
11 11 助教授 白木原因雄 スナメリの資源量推定
11 11 院生 1沸j 圭 浦内湾のアビキに関する数値シュミレーシ
ョン
11 11 院生 重岡 宗敬 形上湾の海水交換に関する数値シュミレー
ンョノ
" " 院生 柳尾 茂文 新宮海域における卵稚仔輸送に関する数値
シュミレーション
" 練習船長崎丸 助手 小妻 勝 海事衛星を利用してのTS処理
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教 養 部 車至 済 A十Lゐ 教 授 姫里子 順一 情報検索
11 統 計 Aザl.l.・ 助教授 江 島 伸興 カテゴリカルデータの統計処理
" 数 A十J.l，. 教 授 西国 憲司 代数に関する数値の計算
" 11 助教授 丸山 幸宏 非線形計画法における数値計算
11 物 理 子.. ι 教授 後藤 信行 非線形現象とカオス
11 11 教授 松島 最 イオン結晶中のTe+型不純物による光の発
行及び吸収
" 11 教授 古賀 雅夫 計算機物理学の試み
11 物 理 A手凶・ 教授 古賀 雅夫 電子メール、電子ニュースの利用
11 化 A寸~ゐ 助教授 上 江 田一雄 生理活性ペプチドの相互作用について
11 11 助教授 田i量 秀二 Pd-Y触媒のEXAFSによる構造解析
11 生 物 ~ 教授 伊藤 秀三 対馬暖流域の生物地理研究
11 地 十，u.t" 教 授 松岡 a 敷充 植物性徴化石の古生態学的研究
11 11 講師 武藤 鉄司 Emai 1によるパソコン通信
11 独 量回五c 助教授 伊藤 秀一 ドイツの文学と思想
11 11 教授 菅原 正志 体温調節能に関する研究および文献検索
11 保 健 体 育 教授 今 中 .図泰 筋感覚と視覚による知覚運動制御
11 11 教授 田原 靖昭 ヒトの身体組成と体力の関係について
11 11 教 授 西 津 日目 脳一側優位性からみた運動調節機構の研究
11 11 教授 田井村明博 身体的発育発達に関する研究
11 11 助 手 金田 英子 インド・ネパールにおけるエスニック・ス
ポーツについて
11 日本語・日本事情 教授 福島 邦夫 学術情報センタ一、電子メール
熱帯医学 寄生虫学部門 教 授 青木 克己 ケニアに於ける住血吸虫症の疫学的研究
11 原虫学部門 講師 上 村 春樹 トランス・シアリダーゼの研究
11 11 補佐員 木下 美紀 文献情報システムの利用. 
" 附属熱帯医学 助教授 末永 赦 熱帯病の研究
11 資 料 室
" 感染動物実験 助手 松 尾 幸子 日本脳炎ウィルスに関する研究
11 施 吾画凡又
海洋生産 海洋環境建設学 教授 富樫 宏由 下端放流ゲートの流れ解析
" " 教授 高 橋 和雄 偏平ケーブルに現れるカオスの研究
" 11 院生 佐藤 栄司 積層板の振動、座屈および動的安定性
11 " 院生 ハ'1tン タハット 流出解析とその応用
11 11 院生 鎌田 智之 支点が動きうる偏平ケーブルの動的安定
11 11 院生 文 尚 有R データの統計作業
商科短大 教授 奥田 英輔 Neurul'Networkのシミュレーション
11 助教授 高木かおる 経済政策の波及効果分析
11 助教授 吉田 省三 競争政策、独禁法研究に関する法令データ
ベース検索
11 講師 楠田 康之 電子メール、プログラム開発、数値計算
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医療短大 一般教育 等 教授 中村 岡IJ 臨床試験データの統計解析法の開発
11 11 助教授 川 崎 千里 小児の神経発達に関する疫学的研究
11 
" 助教授 船 瀬 広三 神経生理学分野の文献検索及び電子メール
11 11 助教授 森 周司 心理学実験データの解析と情報交換
11 看 護 員~ 科 講師 宮下 弘子 小児者護学
11 11 助手 江 藤 宏美 月経とスポーツ
11 11 助手 宮原 春美 母性看護学
11 理学療 法学科 教授 加 藤 克知 ヒト形態の計量的解析
11 理学療 法学科 助教授 千住 秀明 胸部理学療法
11 11 助手 鶴 崎 俊哉 小児発達の経時的研究
11 作業療 法学科 助教授 長尾 哲男 作業療法における治療作業の分析
11 助教授 土田 玲子 学習障害及び自閉症にみられる感覚障害に
a 
ついて
" " 助手 伊藤 斉子 学習障害児に対する作業療法効果に関する
研究
11 11 助手 上 村 真紀 分裂病者の生活適応阻害要因の固定と社会
復帰システムの確率に関する研究
保 健管 理 助教授 石井 伸子 健康診断データの統計処理
セ ンター 助教授 石 井 伸子 健康診断データの統計処理
11 助教授 湯川.幸一 長崎県民健康づくりのための基礎調査
11 技官 内村 政宣 電子ニュース、電子メールの利用とソフト
ウェア
11 技官 原田 京子 健康診断データの検索
外国人留学生 助教授 鹿島 英一 言語(文字)学・日本語教育学・中国語学
指導センター 講師 賓 平 雅夫 日本語教育学・社会科教育学. 
【事務用課題】
千A孟4 生 部 入 試 課 事務宮 松崎 耕治 入試事務システム
11 11 事務官 松崎 耕治 入試事務システム
11 11 事務官 松崎 耕治 入試事務システム
11 11 事務官 松崎 耕治 入試事務システム
教育学部 A子g.・ 生 係 事務官 下回 勇治 教務事務システム
/1 11 事務官 下回 勇治 教務事務システム
経済学部 教 務 係 事務官 早川 フE 教務事務システム
11 1/ 事務官 早 川 フロ 教務事務システム
l 医 Aザg.ー 部 Aザ'-'ム- 生 係 事務官 小 浦 正昭 教務事務システム
11 
" 事務官 小浦 正昭 教務事務システム
歯 Aナu. 部 Aザ主t 生 係 事務官 宮本 年彦 教務事務システム
11 11 事務官 宮本 年彦 教務事務システム
薬 ~主t 部 A手凶・ 生 係 事務官 茂田 優 教務事務システム
11 /1 事務官 茂回 優 教務事務システム
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エ Aナl.4 部 教 務 係 事務官 青 木 繁明 教務事務システム
11 11 事務官 青木 繁明 教務事務システム
水産学部 A子~一 生 係 事務宮 中島 恭子 教務事務システム
11 11 事務官 中島 恭子 教務事務システム
教 養 部 教 務 係 事務官 坂 井 好 教務事務システム
11 11 事務官 坂 井 好 教務事務システム
" 教 務 係 事務官 坂 井 好 教務事務システム
" 11 事務官 坂 井 好 教務事務システム
" 11 事務官 坂井 好 教務事務システム
商 科短期 A弓ニ4 務 係 事務官 宮 本 賓 教務事務システム
11 11 事務官 宮本 賓 教務事務システム
11 11 事務官 宮 本 賓 教務事務システム
11 11 事務官 宮 本 a 賓 教務事務システム
附属図書館 情報管理課 事務官 戸 川 和夫 システム保守用
11 図 書管理係 事務官 垣内 禎介 目録業務用
11 参 考調査係 事務官 下 回 研一 システム保守用
11 医 学部分館 事務官 吉村 淳 情報検索用 (NACSIS-IR)
11 運 用 係 事務官 喜多 芳明 情報検索用 (NACSIS一1R) 




経済学部 非常勤 川 場 隆 計算機プログラミング(6 4名)
講師
〈前期〉
教育学部 講師 野 崎 開1ー 教育方法・技術演習 (61名)
11 講 師 野崎 剛一 教育方法・技術演習 (63名)
薬 ザ... ー 部 講 師 聖子崎 剛一 医学薬剤学実習・集中講義(1 8名〉
工 A子l.4 部 機械システム工学科 講師 森 山 雅雄 ソフトウェア演習 (44名)
11 機械システム工学科 講師 森山 雅雄 ソフトウェア演習 (55名)
11 電 気情報工学科 教授 黒田 英夫 プログラミング演習(1 3 0名)
11 電 気情報工学科 教授 黒田 英夫 プログラミング演習(1 6 0名)
11 構 造工学科 教 授 修 行 稔 電子計算機概論(5 6名)
11 構 造工学科 教 授 修 行 稔 電子計算機概論 (57名〉
11 応 用工学科 教授 修行 稔 電子計算機概論 (56名)
11 材 料工学科 教授 修行 稔 ソフトウェア工学 (58名〉
教 養 部 教授 古賀 雅夫 情報処理I (3 3名〉
11 助 手 富島 正人 情報処理n(6 0名)
く後 期 〉
教育学部 助教授 金 丸 邦康 教育方法・演習
11 講 師 里子崎 剛一 教育方法・技術演習(5 5名〉
工 で... 子4・ 部 機械システム工学科 教授 a木須 博行 機械情報処理 (11 1名)
11 社会開発工学科 教授 岡 林 隆敏 コンビュータ情報処理 (61名)
11 機械システム工学科 教授 石松 隆平日 メカトロニクス (96名)
-99 
部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
教 養 部 教授 田井村明博 情報処理I(4 3名)
11 講師 野 崎 剛一 情報処理I(6 2名)
11 講師 野 崎 開- 情報処理I(5 3名)
11 助手 鶴 正人 情報処理I (6 5名)
11 助手 鶴 正人 情報処理I (2 9名)
医療短大 教授 中村 剛 情報科学 (11 3名)
【センター用課題】
センター 講師 野 崎 剛一 プログラミング支援システムの研究
講師 野 崎 剛一 ネットワーク・システムの研究
講師 野崎 剛一 日本語・知識情報処理
講師 里子椅 剛一 情報処理教育システムの開発
助手 鶴 正人 センター運用プログラム開発
助手 花田 英輔 センター運用プログラム開発
事務官 岩永 淑幸 センタ一事務処理
技官 山口 正道 センター運用(課金・登録関係)
技官 山口 正道 センター運用〈課金・統計関係用〉
技官 森内 義己 センター運用・課題登録業務
技官 森 内 義己 センター運用・事務処理
技官 森 内 議己 センター運用
事務 漬里 麗子 センタ一事務処理
補佐員






(昭和 63年 4月 8日規則第 6号)
(趣旨)





















































この規則は，昭和 63年 4月 8日から施行する.




(昭和 63年 4月8日規則第 5号)
(趣旨〉






























































































1 この規則は，昭和 63年 4月 8日から施行する.
2 この規則施行後最初に任命される総合情報処理センター長及び最初に選出され
る運営委員会委員の任期は，第 5条第 3項及び第 7条第 2項の規程にかかわらず，
平成 2年 3月 31日までとする.




(昭和 63年 4月8日規程第 5号〉
(趣旨)















































































2 長崎大学情報処理センタ一利用規程(昭和 54年 4月27日規程第 7号)は，
廃止する.





区 分 負 担 金 の 額
演算負 担金 演算処理時間 l秒につき O. 5円
プリ ンタ出力
入 (ラインプリン久オ7ィスプリンタ〉 1ページにつき 3円
出











































































医 学 部 長
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FAX (0958) 49-1040 

